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次のC型およびH型電磁⽯の磁場計算をする（CAD → Mesh → PerMagを⽤いて）

加速器で典型的に⽤いられる電磁⽯

C 型電磁⽯ H 型電磁⽯
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ヨーク
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ポール リターン
ヨーク

コイル

• コイルにに電流を流す（適当で良い（例）1000 AT）
• ポールとリターンヨークは純鉄（透磁率に注意）
• ポール間にビームが通るので、この辺の計算を詳細に⾏う
• C型とH型で作られる磁場形状の違いと磁気回路を理解する １



課題演習 A4 磁場計算 R02/05/11

⽔平中⼼軸い対して対称（磁⼒線は垂直となる境界条件）として上半分を計算する

２

CADを⽤いてここを作図（Air／ヨーク／コイル／境界）
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３

対称性を考慮して１／４形状を計算すれば良い
X軸下境界は磁⼒線（ベクトルポテンシャル）と垂直となる境界
Y軸左は鏡映対称（ベクトルポテンシャル=0）となる境界条件

注）作図に注意が必要：A=0境界では作図から境界ラインを作図すること
（PerMag中で境界条件を指定する）


